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政

治

も

経

済

も

矛

盾

が

噴

出

中

国

共

産

党

体

制

は

崩

壊

す

る

昨
年
m
月
の
第
一

四
回
共
産
党
大
会
で
中
国
は
「
社
会

主
義
市
場
経
済」

化
を
宣
言
し
た
。

過
熱
す
る
経
済
の

行
方、

共
産
党
一

党
体
制
の
行
方、

対
日、

対
米
関
係

の
将
来
な
ど
中
国
の
現
在
と
未
来
を
徹
底
解
剖
す
る。

東京外国語大学教授

中嶋嶺雄
経済評論家

長谷川慶太郎

中嶋
第一
四
回
党大会は、
矛
盾が

非常に
明
瞭に
出てい
て、
矛
盾の
固ま

り、
矛
盾の
缶
詰とい
う
気が
す
る。「
社

会主
義
市
場経
済」
といっ
て
も、
スロ

ーガン
と
し
て
出て
き
た
だ
け
で、
具
体

的に
両者をど
うい
う
形で、
ど
の
よ
う

な
配
分に
おい
てポ
リシ
ー
と
し
て
進め

てい
くか、
とい
うこ
と
が
まっ
た
く
出

てい
ない。
「
社会
主
義」
が
も
う
駄
目な

こ
と
は
明
瞭だか
ら
「
市
場経
済」
が
ど

ん
ど
ん
優
位を
占め
てい
くこ
と
は
当
然

だ。
一
方で、
政
治の
うえで
は
共産
党

の一
党
独
裁を
堅
持し
て、
前回の
党大

会の
とき
の
路
線で
ある
越
紫
陽
路
線
を

再び
否
定し、
趨
紫陽
復
活の
芽を
摘ん

でい
る
わ
けで、
そこ
に
あき
ら
か
な
矛

盾が
出てい
る。

今回
非
常に
気に
な
る
のは、
部
小
平

ほ
ど
の
人も
晩
年は
非
常に
毛
沢
東に
似

て
き
たこ
と
だ。
い
ま、
深
別な
ど
の
経

済
特
区へ
行
くと、
毛
沢
東の
と
き
の
看

板よ
り
も
大きい
く
らい
の
郡
小
平の
宕

板が
街
路に
か
かっ
てい
る。

今度の
党

大
会の
文
書で
も
郵
小
平
理
論を
持ち
上

げ、
そ
もそ
も
郡
小
平は
改
革・
開放の

総
設
計
師で
あるといっ
てい
る。
毛
沢

東は
かつ
て、
偉大
な
舵
取りと
言わ
れ

た。
こ
うし
た
点は、
郡
小
平
個
人につ

い
て
は
もと
よ
り、
中国の
政
治
文
化と

い
うか、
政
治の
体
質とい
うもの
を
歴

然と
反
映し
てい
る。

長
谷
川
社会
主
義とい
うも
の
の
体

質で
しょ
う
ね。
中
国
固
有の
体
質に、

も
うひ
とつ
加
速さ
せ
る
も
の
が
社会
主

義の
体
質だ。
だれ
かセ
ン
タ
ーに
な
る

人がい
て、
そ
の
人が
すべ
て
の
源
泉に

な
ら
な
けれ
ば、
何の
発
想も
出て
こ
な

い、
プ
ラン
も
な
けれ
ば
政
策も
ない。

こ
うし
た
社会
主
義は、
政
治
の
運
営
も

経
済の
発
展も
ない
とい
うシ
ス
テム
な

の
だ。中嶋

おっ
しゃ
る
よ
うに、
社会
主

義の
党官
僚独
裁
体
制と
中
国の
政
治
的

伝
統と
し
て
の
家父
長
体
制が一
緒に
な

っ
て
し
まっ
た
わ
げ
だ
か
ら、
こ
れ
まで

の
社会
主
義
体
制でい
ち
ば
ん
ひ
どい
と

回川γつ。
郵
小
平
に
未
来
は
な
い

選'fi]J.ltff続i斉

中
嶋

今度の
党大
会は
非
常に
問
題

が
あっ
た
が、
も
う一
つ、
基
本
的に
は

江
沢
民、
李
鵬とい
う
表
向き
の
枠
組み

は
維持さ
れ
た。
こ
れ
は
ま
さに
天
安
門

1993. 2. 6 
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期
待さ
れ
る。

①ベ
ト
ナム
圏
内に
お
砂る
資
源・
生

産
要紫の
賦
存状
態の
粕査
（その
前
提

と
し
て
統
計
調
査
の
整
備、
人
材
の
育

成）。②
将来に
お
け
る
望ま
しい
産

業構造

の
検
討
（ベ
ト
ナム
圏
内か
ら
の
要
請と

国
際情
勢と
の
相
対比
較、
その
前
提と

して
の
体

制整備）。

③前掲の
①、
②を
踏ま
え
日
本の
経

験
を
加
味し
た
国
家
開発
計
画の
策定。

＠同
計
画に
基づ
く
イン
フ
ラ・
政
策

体
系・
関
連
組
織
の
整
備お
よ
び
海
外

（
日
本）
か
らの
投資・
OD
A
の
促
進。

国
際
公
共
財
の
提
供

以上、
述べ
て
き
たこ
とは、
わが
国

の
た
め
とい
う
だけで
は
な
く、
同
時に、

経
済
大
国と
して
の
国
際的責
務
を
果た

すこ
と
に
も
な
る。
す
な
わ
ち、
それは

単に
こ
の
地
域の
経
済
発
展
を
意味す
る

だけで
は
な
く、
それ
が
も
た
ら
す
政
治

的
安
定と
世
界
経
済の
成
長は、
世
界全

体の
安
定
化と
発
展の
た
め
の
必要
条
件

の一
つ
で
も
ある。

とこ
ろ
で、
上
の
各
論で
は
省略し
た

が、
中国・
北
朝
鮮は
もと
よ
り、
NI

E
S－
A
S
E
A
N
に
して
も、
い
ま
だ

に
ある
程
度は
日
本の
協
力が
不
可
欠
な

段
階に
あるこ
と
が
認め
られ
る。
とは

い
え、
N
I
E
Sか
ら
の
期
待の
中
心は

日
本の
市
場の
開
放で
あ
り、
すで
に
製

品
輸入
が
増大
してい
る
現
状か
ら
すれ

ば、
特に
今以
上に
配慮すべ
き
点は
そ

う
多くは
ない。
ま
た、
A
S
E
A
N
も、

すで
に
ある
程
度の
自立
のメ
ドがつ
い

てい
る。
さ
らに、
中国に
は
台
湾・
香

港、
北
朝
鮮に
は
韓国とい
う
別のパ
l

ト
ナ
ー
も
存在
して
お
り、
日
本が
独
自

に
イニ
シ
ア
チヴ
を
取る
ま
で
も
ない。

そ
の
点、
ロ
シ
ア
極
東
部やベ
ト
ナム
は、

日
本が
主
導し
ない
限りは
開
発が
軌
道

に
は
乗り
え
ず、
ま
た、
自
然
発生
的・

散
発
的な
開
発は
か
えっ
て
同
地
域の
不

安
定
化
を
招きか
ね
ない。

一
方、
本
論の
趣
旨は、
こ
れ
ら
の
地

域か
ら
米国や
E
C
を
排斥し
よ
うとい

う
も
の
で
は
ない。
た
だ、
米国は
世
界

全
体、
中で
も
中
南米お
よ
び
中近
東さ

らに
はロ
シ
ア
本
体の
問題で、
E
C
は

東
欧お
よびヨ
ーロッパ・
ロ
シ
ア
部さ

らに
は
アフ
リ
カ
の
問
題で
手一
杯だと

思わ
れ
る。
そ
う
し
た
情
勢下に
おい
て、

日
本が
国
際的に
応
分の
武
任
分
担を
果

た
そ
うと
す
る
な
らば、
地
理
的に
も
近

く
歴
史
的に
も
関
係の
深い、
こ
れ
ら
の

地
域
を
最
優
先に
すべ
きで
は
なか
ろ
うお問い合わせ・ご相談は年中無

休のアテeランスフリー炉fヤルへ

そ

の

自

備
、

ス

テ

キ
。

台、
ま
た、

本構
想に
よ
る
西
太
平
洋ス
ー

パ
ー－
ベ
ル
ト
地
帯の
出
現H
テ
イ
ク・

オフ
は、
世
界
経
済
全
体に
とっ
て
も、

力
強い
牽
引
率の
誕生と
な
ろ
う。
さ
ら

に、
こ
のプロ
ジェ
ク
トに
お
け
る
軍事

大
国の
中
国とロ
シ
ア
の
存在は、「
日
本

の
覇
権」
に
対す
る
国
際的な
危
倶
を
薄

め
るこ
とに
も
役立
と
う。

最
後に、
こ
の
地
域
全
体の
連携の
象

徴と
して、
香
港
辺
りに
西
太
平
洋
開
発

技
術セ
ン
タ
ー
を
設
白し、
全
体構
想の

研
究・
設計・
調
整に
当
た
らせ
る
と
と

もに、
各
国・
地
域の
開
発
拠
点と
ネッ

ト
ワ
ー
ク
で
結ぶ
こ
と、
そのセ
ン
タ
ー

お
よ
び
ネッ
ト
ワ
ーク
構
築に
要
す
る
費

用
を、
わ
が
国が
中
心と
なっ
て
供
出す

る
こ
と
を
併せ
て
提
案
す
る
次
第
で
あ

る。

圏

0120・00・9696
制•Itいただ1、た電醤l;I,あ耽の最寄l）の相続劃二着信
され革主通u科金1i無料です．あ気程にご相1量〈ださい．

・日曜・貌B 9:00-18:00 I 省察時間．平日｛火噌定休） 10:00ー19:00 I 

あなたのこと、髪のこと
－－ー・・・・・・・・・園田園＂－ － ·圃圃圃，

＿，.，，，�宮士’ーんA
・アデランスについての”しい資料をご希富町方ti‘’‘ガキに買
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亨160.車畠軒宿区覇宿ーT目6書3号 ： 慣H回現R�
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体
制だ。
天
安
門
事
件の
体
制は
崩さ
な

い
なか
で、
人
事の
若
返
りとか
郡
小
平

系
統の
人
た
ち
が
入っ
た
だけ
だっ
た。

今回の
党大
会ま
で
の
歩み
をみ
る
と、

白
年1
月下
句か
ら2
月上
旬に
か
け
て

の
南
方
視察もそ
う
だが、
部
小
平は
文

革の
と
き
の
毛
沢
東とお
な
じ
よ
うに、

北
京で
は
本
当に
針一
本、
釘一
本さ
す

こ
と
が
で
き
ない
よ
うに
包
囲さ
れ
てい

た。
そこ
で、
わ
ざ
わ
ざ
深
別ま
で
行っ

た
が、
「人
民
日
報」
は、
当
時保
守
派が

握っ
てい
た
ので
まっ
た
く
報
じ
ない。

そこ
で、
深
引で
の
写瓦
を
香
港の
新聞

に
リ
lク
し、
よ
う
や
く
彼の
南
巡とい

われ
る
視察を
報
道せ
ざ
る
を
え
ない
状

況
を
作り
出し
た。

長
谷
川
部
小
平
が、
どこ
ま
で
細か

く
人
事を
見てい
る
のか
ど
うか
分か
ら

ない。
太
子
党を
出して
はい
か
ん、
軍

の
中
心メ
ンバ
ー
を
入
れ
替え
ろ、
で
き

る
だけ
地
方
幹部を
抜
擢し
ろ、
とい
う

程
度の
話を
ぽ
ん
と
出し
て、
あと
の
具

体
的に
だれ
を
ど
う
す
る
とい
う
話は、

全
部き
ち
ん
と
押さ
え
た
ので
は
ない
と

思う。
例えば、
公
安
部。
公
安
部
長は

率直にいっ
て
権
力の
中
枢にい
る
が、

保
守
派な
のに
今度は
替え
ない。
替え

ら
れ
ない
のか、
替え
るつ
も
りが
ない

のか。
替え
る
だけ
の
力を
部
小
平、
あ

郡小平もいまがピーク（92年10月の第14図共産党大会で決定した党首脳陣に図まれる郵小平）

るい
は
改
革
派も
持っ
てい
ない
とい
う

感
じ
が
す
る。

中
嶋
今
度
の
路
線
が
う
ま
くい
げ

ば、
郡
小
平は
か
な
り
評
価さ
れ
る
が、

今日
の
中
国
情
勢は
ど
うか。「
社会
主
義

市
場
経
済」
で
う
ま
くい
く
保
証が
ない。

経
済
的に
矛
盾
し
た
状
況
が
あ
る一
方

で、
や
は
り
郡
小
平は
天
安
門
事
件とい

う
最
大の
歴
史
的
過ち
を
やっ
た
の
だか

ら、
こ
れ
が
将
来か
な
ら
ず
関わ
れ
る。

そ
うい
うこ
と
を
考え
る
と、
ど
うみ
て

も
部
小
平に
未来は
ない。
彼に
とっ
て

い
ま
が
ピ
lク
な
の
で
は
ない
か。

1993. 2. 6 巡TIJ東洋経済

破
綻
す
る
中
国
経
済

長
谷
川
「
社会
主
義
市
場
経済」
論が

現
実に
う
ま
くい
くか
ど
うか、
こ
れ
に

は
三つ
の
難しい
問
題が
ある。
い
つ
も

そ
う
だ
が、
新しい
理
論を
出す
と、
か

な
ら
ずポ
リシ
ー
と
イン
フ
ラ
が
衝突す

る。

今度の
場
合で
は、
経
済成
長が
実

現し
てい
く
と、
ま
ずエ
ネル
ギ
ー
が
足

りない。
次に
交
通
運
輸
手
段に
ネッ
ク

が
出る。
三つ
自に
は、
市
場に
混
乱が

起こ
り、
全
国
的なスペ
キュ
レ
ーショ

ン
が
発生し
物価が
上
昇す
る。

こ
の三つ
が
ある
ため、
結果と
し
て

非常に
早い
時
点で、
例えば
何
年の
上

半
期ご
ろか
ら
中
国の
経
済全
体のい
た

57 



る
とこ
ろ
で
摩擦と
混
乱が
発生す
る
の

で
は
ない
か。
すで
に、
そ
う
し
た
兆
候

は
ある。

中嶋
中国の
経
済は
た
しかに
急
成

長してい
る
が、
それ
は
今ま
で
あま
り

に
も
低
す
ぎたか
ら
だ。
そこへ
ちょっ

と
市
場
原理
を
導入
し、
個
人の
イン
セ

ン
ティ
プ
を
刺
激
すれ
ば、
初期
段
階は

活
性化す
る
の
は
当
た
り
前。
それ
を
非

常に
過
大評
価し
す
ぎる
とこ
ろに
問
題

が
ある。
J
ん
な
とこ
ろ
で
も、
テ
イク

・
オ
フ
すれ
ば、
初期
段
階は二
ケ
タ
成

長だ。
に
もか
か
わ
ら
ず、
成
長してい

る
沿
岸
部と
内
陸部と
の
格
差が、
すで

に一
O
対一
ぐ
らい
に
なっ
てい
る。
私

の
推
計
で
は、
例えば
深
引は一
人当
た

り
G
N
Pが二
O
O
OJ
く
らい
で、
い

はせがわ けいたろう

クリントンが政権をとって米中関係
は大問題だ。 ブッシュが選挙に負け

たのは中途半端が原因。 クリントン

は思い切って徹底してやる方針だ。

よい
よ
途上
国か
ら
NI
E
S
型へ
入っ

て
く
る。
しか
し、
内
陸部
をみ
る
と、

一
人
当
た
り
G
NP
は
ま
だニ
O
OJに

な
る
か
な
ら
ない
か
だ。

所
得格
差がこ
れ
だ
け
大
き
け
れ
ば、

も
うか
る
とこ
ろへ
ど
ん
ど
ん
向かお
う

と
す
る。
い
ま
ま
で
は
農
村か
ら
都
市へ

出る
のに
は
戸
籍を
制
限して、
と
て
も

厳し
かっ
た。
そ
うい
う
厳しい
規制を

やっ
て
も、
も
ぐ
りで
都
市に
流入
し
て

い
く。
い
わ
ゆ
る
盲
流
現
象だが、
戸
籍

の
ヤ
ミ
の
売
り
買い
が
出て
きて
し
まっ

た
りして、
も
うコ
ン
トロ
ール
が
で
き

な
く
な
る
の
で
は
ない
か。

長
谷
川
最
近
聞い
て
驚い
た
が、
東

北三
省が
ひ
どい。
相
対
的に
設
備の
老

朽
化が
著しい。
戦
争中か
ら
の
古い
設

備
を
だ
ま
し
だ
ま
し
使っ
て
き
た
も
の

が、
と
う
と
う
寿
命が
尽
き
て
だめに
な

っ
た。
耐
周
年
数が
尽
き
た
もの
がいっ

ぺ
んに
出
始め、
電
気は
ない、
さ
らに

は
基
本的
な、
例えば
鉄
鋼な
どの
生
産

設
備が
動か
な
く
な
る、
とい
う
厳しい

状
況で、
東
北三
省、
特に
遼
寧
省がこ

の
とこ
ろ
急に
悪
く
なっ
た
と
言わ
れ
て

い
る。

今度初め
て
石
油
化
学のプ
ラン
ト
が

遼
寧
省に
で
き
る。
こ
れ
は
五一
%が
日

本
側の
出
資だ。
石
油
化
学とい
う
基
幹

産
業に
五一
%の
出
資を日
本に
認め
る

の
は、
こ
れ
が
初め
て
だ。
そこ
ま
で
遼

寧
省
が
や
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
の

は、
卯
年
代に
入っ
て
か
ら、
い
た
る
と

こ
ろ
で
工
場が
事
故
を
起こ
し、
も
う
寿

命が
尽
き
た
機械が
動か
な
く
な
る。
そ

れ
で
経
済が
悪
く
なっ
た
結
果だ。

中
嶋
沿
海
部か
ら
先に
発
展さ
せ
る

の
は、
中
国の
経
済
戦略と
して
正
しい

の
で
す
が、
次のス
テッ
プ
と
して
は、

ある
程
度均
衡の
と
れ
た
発
展が
重
要
な

諜
題だ。

長
谷
川
も
う一
つ
問
題な
のは、
資

金の
圏
外
逃避だ。
人
民
元の
為替レ
ー

ト
が
ど
ん
ど
ん
下がっ
てい
て、
かつ
て

一
人
民
元が三
O
円だっ
た
の
が、
こ
の

ま
ま
で
は
半
分の一
五
円。
下
手を
す
る、、

と一
O
円に
な
る
か
も
し
れ
ない、
とい

うこ
と
で、
あの
勘定
高い
中国
人は
人

民
元
を
信用
し
てい
ない。
そ
の
た
め、

香
港ドル、
日
本円、
韓
国ウォ
ン、
台

湾
元へ
とシ
フ
ト
し
てい
く。
通
貨
価
値

が
下
落し、
イン
フレ
が
生
じ、
生
産
が
落

ち
込
ん
だとこ
ろへ、
イン
フ
ラ
な
ど
の

アンバ
ラン
ス
が
爆
発
的に
達
し
た
と
き

に
は、
中国の
経
済に
は
抵
抗
力が
ない。

中
嶋
こ
こ
ま
で
改革・
開
放が
あお

られ
る
と、
み
ん
なわっ
と
過
熱してい

る
か
ら、
そ
の
過
熱マ
イン
ド
が
拝
金
主

義と
結びつ
く。
格
差は
大
きい
し、
や

は
り
イン
フ
レ
懸念が
す
ぐ
出て
く
る
だ

ろ、つ。
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それ
か
ら、
最
近の
中国は、
輸
出
を

も
の
すご
く
あおっ
てい
る。
製品
輸
出

を
あおっ
て
輸
出ドラ
イブ
をか
け
てい

る
ために、
と
り
あえ
ず
貿

易収支は
か

な
りい
い
し、
外
貨も
少し
た
まっ
てい

る
が、
こ
れ
も
長
期
的に
み
れ
ばそ
の
分

だ
け
インフ
レ
要
因を
抱えて
し
ま
うこ

と
に
な
る。
こ
れ
か
ら
本当に
ど
う
な
る

の
か、
とい
う
気が
する。

長
谷
川
輸
出につ
い
て
は、
ア
メ
リ

カ
向け
が
多い。
次は
日
本。
日
本は、

消
費
財と
生

鮮食料品といっ
た
労
働
集

約型の
商品
を
中
心に
非常に
増
え
てい

る。
こ
の
前もス
ーパ
ー
の
衣
料を
扱つ
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てい
る
連
中に
最
近の
中国
製
品の
売れ

行き
を
聞い
た
ら
「シャ
ツ、
下
着類は

全
部
中国
製。
皆さん、
ご
存じ
ない
だ

げ」
と
言っ
た。
い
ま一
生
懸
命やっ
て

い
る
のは
背
広だそ
うだ。
い
ま
日
本と

中国の
貿
易の
輸出入
を
合
計する
と、

二
五
O
億ドルく
らい
に
な
る。
アメ
リカ

は
香
港
経
由の
間接ま
で
入れ
て
約四
O

O
億
J
近い
数
字に
な
る。

唯
一

の
期
待
は
地
方
分
権

中嶋
田
営企
業は、
た
だで
さ
え
赤

字で三
角
債（企
業
聞の
債
務た
らい
回

し
現
象）
を
付け
回
してい
る
わ
け
だが、

そこへ
持っ
て
きて一
般大
衆の
ほ
う
も

急
速なマ
ネ｜
志
向が
過
熱して、
先般

の
深
別の
株
暴動の
よ
うな
もの
が
起こ

る。
こ
の
よ
うな
状
況は、
経
済の
論
理

か
ら
して
も
危
険だ
が、
民
衆
心
理が
非

常に
危
ない
の
で
は
ない
か。

長
谷
川
天
安
門の
と
きに
官
倒とい

うこ
と
が
盛んに
言われ
た。

今度の
深

例の
暴動で
も
官倒は
許さ
ない
と。
し

か
も、
一
O
O
万人
も
集まっ
た。
天
安

門の
と
き
は一
O
O
万人
も
集ま
ら
なか

っ
た。
そ
うい
うこ
と
が、

今度は
ま
た

上
海で
起こ
る、
北
京で
も
始ま
るか
も

し
れ
ない、
とい
う
事
態が、
いっ
たい

結
末と
し
て
ど
うい
う
こ
と
に
な
る
の

か、
考
えさ
せ
られ
る。

中
嶋
唯一
望み
が
ある
と
すれ
ば、

広
東
省や
福
建
省が
思い
切っ
て
独立
王

国
化し、
地
方
分
権が
経
済で
先
行し、

や
が
て
政
治
的・
社会
的に
も
自立
的に

なかじま みねお

社会主義、 共産主義は人闘を疎外す

るし、 生産を停滞させるし、 国家は

官僚独裁になる。 ポスト郵小平は共

産党独裁体制が崩れていくことだ。

な
れ
ば
よい
と
思う。
そ
ういっ
た
地
方

分
権がこ
れ
か
ら
の
見どこ
ろ
で
は
ない

3。品川珂長
谷
川
地
方
分
権を
や
る
場
合に、

い
ち
ば
ん
大きい
問
題は
解
放
軍と
公
安

の
存
在
だ。
解
放
軍と
公
安がい
ま、
広

東に
もい
る
が、
こ
れ
が
がっ
ち
り
押さ

え
込ん
でコ
ン
トロ
ール
してい
るか
ぎ

り、
か
れ
ら
のご
機
嫌
を
損ね
る
よ
うな

政
策は
と
れ
ない。

中
嶋
広
東
省の
場
合は、
葉
選
平が

か
な
り基
盤
をつ
くっ
て、
とに
か
く
税

収の
九
O
%は
内
部
留
保し、
広
東
省で

使っ
た
とい
う
実
績が
あっ
た。
そ
れ
は

基
本的に、
い
ま
も
崩れ
てい
ない
と
思

う。
ま
た、
部
小
平は
自ら
の
政
治
闘
争、

党内
闘
争の
た
めに
広
東や
深
洲を
持ち

上
げ
ざ
る
を
え
なかっ
た
とい
う
有
利さ

が
ある。
ま
た、
香
港と
も
結びつ
い
て

い
る。
香
港はパ
ッ
テン
総
督が
きてか

ら
ま
たハ
ッ
ス
ル
してい
るか
ら、
う
ま

く
結びつ
い
てい
けば
広
東
省
独
自の
も

の
が
で
き
る。

台
北
｜マニ
ラ
｜アモ
イ
（
直
門）
と

い
う
飛
行
機
使が
す
で
に
聞
か
れ
て
い

て、
台
湾のビ
ジ
ネスマ
ン
がいっ
ぱい

乗っ
てい
る。
そ
れ
ら
の
人
た
ちは、
ピ

ザ
を
持っ
てい
ない。
昔は
香
港
を
経
由

してピ
ザ
をとっ
た
が、
い
まは
アモ
イ

に
着い
て、
そ
の
場で
福
建
省の
当
局が

ピ
ザ
を
発
行して
し
ま
う。
こ
れ
に
は
北

京が
文
句を
言うが、
福
建の
人々
に
と

っ
て、
台
湾の
人
た
ち
は
ま
さに
同
胞だ。

北
京の
言うこ
と
な
ど
聞か
ない。
こ
う

いっ
た
自立
的な
動き
が
進ん
でい
くか

ど
うか、
とい
うとこ
ろ
を
見
極め
る
と

お
も
し
ろい。
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き
し
む

米中
関
係

長谷
川
ク
リン
トン
が
政
権をとっ

て、
米
中
関
係は
大
問
題だ。プッ
シュ
が

選
挙に
負け
たい
ち
ば
ん
大き
な
原因は

中
途
半
端だっ
たこ
と
だ。
だか
ら、
ク
リ

ン
トン
は
中国につ
い
て
は
思い
切っ
て

徹
底して
や
ろ
うとい
う
方
針だ
ろ
う。

中嶋
私も
米
中
関
係はこ
れか
ら
非

常に
厳し
く
なっ
て、
ひょっ
と
す
る
と

米
中
冷
戦
状
況に
立ち
戻るか
も
しれ
な

い
よ
う
な
気も
す
る。
ク
リン
トン
政
権

の
中国
政
策が
ど
う
な
るか、
お
おい
に

注
目すべ
き
だ。
なに
し
ろ
彼は
大
統
領

候
補受
諾演
説の
時に
「バ
グ
ダッ
ドか

ら
北
京ま
で
の
無
法者」
と
言っ
た。

河
年
代
初
頭か
ら
の
米
中
関
係は、
ソ

連が
ア
メ
リカに
とっ
て
脅
威で
あっ
た

か
らこ
そ、
ま
して
中国に
とっ
て
もソ

連が
たい
へ
ん
な
脅
威
だっ
た
か
ら
こ

そ、
チャ
イナ
カ
l
ド
政
策で
ア
メ
リカ
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は
中国を
大
切に
し
た。
私は
プッ
シュ

ほ
と
ん
ど
やっ
て
し
まっ
たが、
こ
の
台

グ
アム
に
か
けて
展
開してい
る一
O万

1hi－－

l政権叫ん後半、特同艇が

qu倒州制ら、

（i河ERA肌州問脱

冷戦有力再

一軒価引｜

似劃洲町カ

倒見対配ぞ

の山三和がな

ど
うもアメ
リカ
の
対
中国政
策が、
か

た。
F
M
の
大
量
売
却は、
単に
大
統
領

砂れば
な
ら
ない。
ま
た
第七
艦
隊も
現

な
り
根
本的に
変わっ
て
き
た
と
思う。

選
挙の
最
中に、
アメ
リカ
の
失
業
救済

在と
同
様の
兵
力を
維持し
な
け
れば
な

天
安
門
事
件もそ
うだが、
特に
湾
岸戦

の
た
めに
プッ
シュ
は
使っ
たか
も
し
れ

ら
ない。

争やソ
連
解
体とい
う
状況の
なか
で、

ない
が、
そん
な
も
の
で
は
な
かっ
た。

ク
リン
トン
は
はっ
き
りアジ
アで
冷

もは
や
アメ
リカ
はロ
シ
ア
を
脅威とは

アメ
リカ
の
基
本的な
防
衛
政
策、
安全

たい
戦
争を
打ち
切る、
あるい
は
終止

感じ
な
く
なっ
た。
に
もか
か
わ
ら
ず
中

保
障政
策が
対
中国
政
策と
のか
ら
みで

符を
打つ
とい
う
決
意を
持っ
てい
る
と

固に
は
手を
焼い
た。

非
常に
変わっ
た
の
で
は
ない
か。

思う。
そ
の
中心が
中国だか
ら、
中国

長苔川
湾
岸戦
争の
とき
も
中国が

こ
うい
う
問題を
み
てい
る
と、
ど
う

に
対して
猛
烈な
圧
力をか
ける。
そ
れ

い
つ
拒否
権を
行使するか
ど
うか、
非

も
米
中関
係は
仮に
ク
リン
トン
で
な
く

は
中国の
ほ
うか
ら
言えば「
和
平
演
変」

常に
神経を
遣っ
た。
イラ
クに
対する

プッ
シュ
が
再選さ
れ
た
と
して
も、
す

（
平

和的手
段に
よ
る
社会
主

義転覆）
だ

経

済制裁、
そ
れか
ら
結
局
武力
発
動ま

で
に
も
う
限
界に
きてい
た
だ
ろ
う。
そ

か
ら、
こ
れは
受
け
入れ
が
たい。
こ
う

でいっ
たが、
そ
のプロ
セ
ス
の一
つ一

こへ
ク
リン
トン
の
登
場だ。
ひょっ
と

し
た
対立
関
係が、
やは
り
基
本的に
存

つ
のス
テッ
プ
で、
ど
うい
う
反応を
中

する
と、
最
恵
国
待遇の
問題に
して
も、

在してい
る
の
で
は
ない
か。

国が
示
すか
たいへ
ん
神経を
遣っ
た。

よ
うや
くプッ
シュ
が
大
統
領拒否
権を

逆に
言えば、
アメ
リカ
に
とっ
て
は、

行使して、

議会
を
なだめ
てい
た
や
り

中国はい
うな
らば
アメ
リカ
の
世
界の

方が
変わ
るこ
と
も
あ
り
うる。

瞥
察官と
して
の
役割を
阻害する
行動

長
谷
川
やは
りアメ
リカ
の
目か
ら

をとっ
た。

みて
共産
党政
権が
中国に
残っ
てい
る

中嶋
い
つ
も
足を
引っ
張る
とい
う

とい
うこ
とは、
冷たい
戦
争が
続い
て

煩わ
しき
を
感じてい
た。
そこへ
もつ

い
る
の
だ。
ヨ
ーロ
ッパ
で
は
も
うソ
連

て
きて、
台
湾が
非
常に
よ
く
やっ
た。

も
東
欧
もつ
ぶ
れ
て
冷
戦
は
終
わっ
た

世界か
ら
孤立させ
ら
れ、
叩か
れてい

が、
アジ
アで
は
中国を
中心に

北朝鮮

るに
もか
か
わ
ら
ず
圏
内
経
済は
うま
く

（

朝鮮民
主主
義人
民
共和
国）
とペ
ト
ナ

や
る
し、
民主
化を
やっ
て
政治
改革は

ム
とい
う三つ
の
共産
党の
支
配する
国

する。
そ
れか
ら
中
国

敵視状況も
廃止

が
ある
以上は、
冷戦が
継続してい
る

し、
金
門・
馬
祖島の

戒厳令まで
撤
廃

とい
う
判断で
物事を
見な
くて
は
な
ら

し
たj
台
湾と
して
は
や
るべ
きこ
とは

ない。
そ
うな
れば、
韓国か
ら
日
本、

中国擁護は
中国蔑視

長
谷
川
日
本で
は
とか
く
中
国の
肩

を
持ち、
中
国の
立
場に
たっ
て
中
国を

国
際
的に
孤立
化さ
せ
て
は
な
ら
ない、

とい
う
名
目で、
中国の
姿
勢を
ある
程

度容
認する
とい
う
風
潮が
非
常に
広が

っ
てい
る。

中嶋
現に
日
本政
府のこ
れ
まで
の

中国
政
策は
そ
の
ラ
イン
だ
と
思う。
こ

うし
た
政
策を
続けてい
くと、
日
本は

本当に
孤立
化する
の
み
な
ら
ず、
将
来

中
国が
変
化し
た
と
きに
中
国か
ら
も
厳

し
く
指弾さ
れ
る
だ
ろう。

＼ 

天
安
門
事
件は
要
するに、
ハ
ン
ス
ト

学生がお
祭り
騒ぎで、
しか
も
正
当な

要
求をつ
きつ
けてい
た。
人
治
を
や
め

て
法
治に
せ
よ
と。
同
時に
知
識
人
も、

か
な
り
問題
意
識を
もっ
て
立ち
上
がっ

た。
一
種の
新しい
五
四
運
動み
たい
な

もの
だ。
そ
れ
を
軍が一
斉に
銃
撃する

とい
うこ
とは
絶
対に
許さ
れ
るべ
きで

は
ない。
今日
の
国

際社会は
相互
依
存

が
強く
な
り、
国
境が
低ぺなっ
て
風
通

しが
よ
く
な
ら
な
げ
れば
な
ら
ない
方
向

に
なっ
てい
る。
自
分の
主
権の
範
囲だ

か
ら
何を
やっ
て
もい
い、
とい
う
状
況

が
崩れ
てい
く
時
代だ。

長
谷川
た
だ、
中
国とい
うの
は
非

常に
大き
な
人口
の
固ま
りで、
そ
れ
を

とに
か
く
解放
軍と
公
安の
力で
な
ん
と

か
ま
と
め
て
今固まで
きてい
る
の
が、

も
し
共産
党の一
党独
裁
体
制が
崩
壊し

た
ら、
そ
れこ
そ
混
乱とい
う一
語に
尽

き
る
よ
うな
状態が
中国全土に
発
生
す

るか
も
し
れ
ない。
そ
うなっ
た
場
合、

アジ
ア
の一
国の
日
本と
して
中国の
圏

内の
混
乱の
あお
り
を
受
け
ずに
お
れ
る

か
ど
うか、
とい
う
問題が
必ず
起こ
る。

だか
ら、
共産
党の
政
権を
残して
緊
張

緩和、
デ
タン
ト
の
現
在の
状
況をそ
の

ま
ま
持続させ
るこ
とで、
当
分の
聞そ

うし
た
中
国の
圏
内の
混
乱が
日
本に
及
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ば
ない
現状を
長
期
化する
の
がプ
ラス

だ、
とい
う
判断が
ある。
こ
れは
特に

財
界に
多い。

中嶋
私は、
そ
の
判断も
実は
間
違

っ
てい
ると
思う。
中国とい
う
国は、

自立
的に
彼らが
なに
か
をやる
以
外に

外か
ら
面
倒を
見切れ
ない
国だ。
に
も

かか
わ
ら
ず、
なに
か
日
本が
影
響
力を

行使すれば、
あるい
は
日
本が
中国と

経
済
関
係を
強
化し、
い
わば
中国を
国

際
社
会で
孤
立
さ
せ
ない
よ
う
に
す
れ

ば、
中国は
治ま
るとい
う
考え
方は、

中国の
本
質を
捉ま
えて
はい
ない。

長
谷川
逆に
言えば、
日
本は
思い

上
がっ
てい
る。
日
本が
非
常に
強い
影

響
力を
中国に
対して
行使し
うる
とい

う
前提で
な砂れば、
そ
うい
う
判断は

出てこ
ない。

中嶋
だか
ら、
そ
うい
う
人た
ちほ

ど、
実は
中固ない
しは
中国
人
を
軽
蔑

してい
る
の
だ。
台湾外受を
見直せ

長
谷川
中国の
共
産
党の
政
権がつ

ぶ
れ
た
ら、

本当『に
アジ
アで
は
冷たい

戦
争が
終わ
る。

中
嶋
そ
れ
は
避
げ
ら
れ
ない
道
筋

だ。
社会
主
義、
共
産
主
義は
人
間を
疎

外する
し、
生
産を
停滞さ
せ
る
し、
国

家は
官
僚
独
裁に
な
る。
ポス
ト
郵小
平

は
共
産
党の
独
裁
体
制が
崩れ
てい
くこ

と
だ。
日
本がこ
ん
なにい
い
のは、
や

は
り
自
由と
民主主
義の
た
め
だ。

本当

に
日
中友
好
関係を
願
うな
ら、
中国が

自
由と
民
主主
義の
固に
な
る
まで
は、

日
本は
徹
底的に
そ
の
た
め
のポ
リシ
ー

を
求め
な
け
れば
な
ら
ない。

二
0
年
間、
日
本
外
交と
くに
対
中国

外
交は
友
好一
辺
倒で
やっ
て
き
た。
そ

の
なか
で
育っ
て
き
た
官
僚に
は、
国
交

が
ない
なか
で
とに
か
く
台
湾に
は
公
式

に
接触して
はい
貯
ない、
とい
う
雰囲

気が
形
成さ
れ
芯お
り、
ま
るで
病
原
菌

に
で
も
触れ
る
よ
うに
び
くび
く
してい

る。
こ
の
惰性が
怖い。

長
谷
川
台
湾
を
タ
プ
l
視
す
る
の

は、
日
中国
交
回
復の
と
き
の
前提
条
件

で
は
なかっ
たは
ずだ。

中
嶋
正
統政
府は
中華人
民
共
和
国

と
認め
る。
だ
げ
ど
中華民
国・
台
湾は

厳
然と
存
在して
お
り、
そ
の
台
湾とは

自
由に
交
流してい
い
は
ず
だ。
ま
して

や
経
済や
文
化の
交
流は。
い
ま
台
湾は

一
二
O
億ドルも
の
対
日
貿
易
赤
字
な
の

に、
そ
れ
を
持っ
ていっ
て
話すル
l
ト

が
ない。
そ
れ
を
日
本は
平
気のへ
い
ざ

で
無
視してい
る。

L
EFe

 

戦
争
中r・

対して、
戦
Fd・

金
を
支
払うこ
と
F

日
本
国
籍を
持た
な
くか

対して
は
台
湾だ
けだ。
日
本J

と
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
る
F
1

が、
い
ま
の
外務
省の
対
中国
政
策を
立

案する
官
僚は、
残
念なが
ら
北
京しか

知ら
ない。
北
京と
台
北と
を
比べ
て
ど

こ
が
違うか
とい
えば、
気
候だ
けで
は

な
く、

活力の
差だ。

中嶋
アジ
ア
外
交を
言うな
ら、
そ

の
第一
点は
ま
ず
日
台
関
係の
改
善か
ら

は
じめ
るべ
き
だ。

圏

〈
本
対
談は
弊
社『
解
体する
中国』
長

谷
川
慶太
郎・
中
嶋嶺
雄
著（2
月四
日

発
売
予
定）
か
ら
抄
録し
た
も
の
で
す〉

Kanzaki 
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ベ

ト

ナ

ム

独

り

ぼ

っ

ち

の

市

場

経

済

改

革
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－
ベ
ト
ナ
ム
政
府
経
済
顧
問

4
前
国
会
磯
良

ク

エ

ン
・

ス

ア

ン
・

オ

ア

イ

ン

ベ
ト
ナム
は、
1
9
7
5
年の
南北
停

戦を
契
機に、
歴
史
上
初め
て、
国の
復

興とい
う
大
事彰mに
立ち
向か
うこ
とに

なっ
た。
しか
し、
エ
ネル
ギ
ー
資源、

その
他
物
資が
極
端に
不
足し、
交
通お

よ
び
通
信
施
設の
ほ
と
ん
どは
壊
滅
状
態

に
あっ
た。
そ
して
何よ
りも
経
済
政
策

の
破綻か
ら、
そ
の
後の
経
済
成
長と
発

展の
足
取りは
大き
く
阻
害
さ
れ
た。

南北
統一

達成と
同
時にベ
ト
ナム
政

府は、

中央主
導の
計
画
経
済
制
度の
導

入
を
強
力に
推し
進め
ていっ
た。
こ
の

制
度の
もと
で
は、
あ
らゆ
る
生
産
手
段

は、
国
営
企
業あるい
は
共
同
経
営
を
行

う
「
集
団」
に
よっ
て
所
有、
運
営さ
れ

る。
ま
た、
全国
各
地で
行わ
れ
る
生
産

活
動は、
すべ
て
の
生
産
段
階
を
通じて

中央政
府の
計
画に
従っ
て
進め
ら
れ、

価格の
決定
も
国
家の
定め
る
水
準で
行

る。
さ
らに一、
一、
ヰ、

回口

刷
新
（
ド
イ
・

モ
イ）

政
策
で
よ
う
や
く
経
済
再
建
が

軌
道
に
乗
り
始
め
た
ベ
ト
ナ
ム
。

ソ
連
邦
崩
嬢
と
い
う

危
機
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も、

農
工
業
の
生
産
は
大
幅

に
伸
び、

輸
出
は
新
記
録
を
達
成
し
て
い
る
が
：
：
：
。

発
展途上
諸
国は、
その
発
展の
過
程

で
国
民
生
活
を
大
き
く
変
容
さ
せ
て
き

た。
それ
ぞれ
の
発
展の
あ
り
方や
速
度、

その
目
指す
方
向、
ま
た
経
済
発
展に
よ

っ
て
生ずる
利益
を
国
民が
どの
よ
う
な

形で
共
有すべ
きか
な
どは、
基
本的に

は、
国が
その
人
的・
物的
資源
を、
経

済
発
展に
向りてい
か
に
投入
するか
に

よっ
て
決定され
る
もので
ある。

一
般に
経
済
発
展の
あ
り
方につ
い
て

考え
る
場
合、
そ
うし
た
議
論の
対
象と

な
る
国々
は二つ
の
タ
イ
プ
に
分けて
論

ずるこ
とに
な
ろ
う。

” 

その
ひ
とつ
は、
五
大
陸に
広く
存在

す
る
数
多くの
低
所
得
因。
い
ま
ひ
とつ

の
グル
ープ
は、
数の
上
か
らは
少
数
派

だ
が、

中央政
権に
よ
る
計
画
経
済
体
制

を
取る
諸
国で
ある。
い
わゆ
る
東
欧
圏

諸
国、
旧ソ
ビエ
ト、
中
園、
ベ
ト
ナム

な
どが
後
者に
含ま
れ
る。

こ
れ
らは、
旧
来の
厳
格な
統
制
経
済

を
脱し
て、
よ
り
自
由な
市場
経
済の
枠

組
みへ
の
移
行
を
決め
て
か
ら
日
が
浅

く、
過
渡
的
経
済と
み
な
さ
れ
る。
ベ
ト

ナム
は、
そ
うし
た
過
渡
的
経
済の、
ア

ジ
アに
お
けゆ
隣
国とい
え
よ
う。

生
産ラ
インへ
の
供
給も
同
様に、
国
家

の
機
関に
よっ
て
行われ
る。

生
産
手
段の
間
人
所
有は
認め
ら
れ
な

くなっ
た
た
め、
かつ
て
サ
イゴ
ン
お
よ

び
その
周
辺に
息づ
い
てい
た
旺
盛
な
企

業家精
神は、
そ
の
芽をこ
と
ご
と
く
摘

ま
れ、
個
人
企
業は
すべ
て
国
営、
ある

い
は
集
団
運
営に
よ
る
企
業の
中に
吸
収

さ
れ
ていっ
た。
そ
の
中に
は、
家
族や

親
戚
筋の
み
が
集まっ
て
偽
装の
「
共
同

組
合」
を
作る、
とい
う
形で
私企
業家

が
生き
延
び
た
例も
ある
が、
そ
れ
ら
は

数に
すれ
ば
ご
くわ
ずか
で
あっ
た。

－ーー、、

開
放
へ
の
模
索

こ
うし
た

中央政府に

O年
続き、
そ
の
セ

的な
ま
で
の
停Y－

た。
しか

レヘ、
AAZ’


